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周囲の構造物だけでなく、段差等も含めて事前確認を行うよう指導した。また、運転を開始する前に周
囲の確認を行い、運転者は合図者の指示に従うよう指導を行った。
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令和7年4月8日（火曜日）　1時　45分

沿道看板の破損

作動中のバックホウ(0.1m３)が、アームを店舗看板に接触させこれを破損した。

歩道内に地下鉄出入り口があり、幅員が狭隘になっていたため、アームを旋回させることができず、掬
い上げた土砂はアームを伸ばすなどして前方ダンプトラックに積み込んでいた。また、当歩道はイン
ターロッキング舗装がなされていて、掘削作業にあたり一旦インターロッキングを撤去していたが、沿道
部については店舗構造物への影響を避けるため一部残していた。そのようななか、バックホウがイン
ターロッキングの段差（約６㎝）を下りたことによりアームが沿道側に少し近づき被災した看板に接触さ
せたものである。
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